
会長からの
メッセージ

　

日
本
の
建
設
産
業
は
1
9
9
0

年
代
に
は
世
界
一
の
大
き
さ
を
誇

り
、
地
震
国
故
の
耐
震
技
術
は
世
界

中
が
認
め
る
高
い
建
設
技
術
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
世
界
主
要
国
と
比
較

す
る
と
海
外
事
業
の
割
合
は
小
さ
く

数
%
で
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
日
本
人
土
木

技
術
者
の
割
合
が
小
さ
い
。
ま
た
海

外
の
国
と
比
較
し
て
、
日
本
で
は
な

く
海
外
に
基
盤
を
移
し
て
、つ
ま
り
、

海
外
の
会
社
で
活
躍
す
る
日
本
人
土

木
技
術
者
の
割
合
も
少
な
い
。
こ
の

こ
と
は
建
設
産
業
に
限
ら
ず
日
本
人

全
体
に
言
え
、
海
外
に
基
盤
の
あ
る

日
本
人
は
人
口
の
1
％
で
し
か
な
く

他
の
主
要
国
と
比
較
し
て
低
い
。

　

日
本
人
で
海
外
で
活
躍
す
る
人
の

割
合
が
少
な
い
原
因
は
、
誰
も
が

知
っ
て
い
る
英
語
能
力
不
足
で
あ

る
。
以
前
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
北
海

道
大
学
で
の
土
木
学
生
へ
毎
年
行
っ

た
調
査
で
も
こ
の
点
は
明
ら
か
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
土
木
技
術
者
と
し

て
は
、
海
外
で
必
要
と
さ
れ
る
資
格

を
、
国
内
で
の
仕
事
の
仕
組
み
か
ら

日
本
で
は
身
に
付
け
に
く
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
忘
れ

て
な
ら
な
い
点
は
、
多
く
の
日
本
人

が
日
本
で
の
生
活
が
最
良
と
考
え
、

海
外
で
生
活
を
す
る
理
由
が
見
つ
か

ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
い
わ
ゆ

る
内
向
き
志
向
で
あ
る
。
こ
の
点
は

北
海
道
大
学
の
土
木
学
生
へ
の
調
査

で
も
示
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
果
た
し
て
好

ま
し
い
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
土

木
分
野
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
と
密

接
な
関
連
が
あ
る
。
脱
炭
素
と
い
う

観
点
で
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

約
3
分
の
1
が
建
設
産
業
分
野
か
ら

の
も
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
土

木
が
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
点

は
自
明
で
あ
る
。
今
後
建
設
事
業
が

展
開
さ
れ
て
い
く
の
は
開
発
途
上
国

で
あ
り
、
そ
の
事
業
の
多
く
が
国
際

上田 多門
土木学会 第110代 会長

グローバル土木技術者を増やす
必要性がある日本

土木学会誌 Vol.107 No.12 December 2022 2



的
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で

建
設
事
業
を
展
開
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
は
自
明
で
あ
る
。
先

進
国
で
は
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
終
え
、

こ
れ
か
ら
は
維
持
補
修
を
し
て
い
く

時
代
で
あ
り
、
過
去
の
よ
う
な
建
設

事
業
の
増
大
は
望
ま
れ
ず
、
主
要
先

進
国
が
海
外
で
建
設
事
業
に
関
与
す

る
の
は
自
然
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
日

本
だ
け
異
な
る
の
か
。
自
然
災
害
に

よ
る
復
興
で
建
設
需
要
が
絶
え
ず
あ

る
な
ど
、
日
本
国
内
市
場
で
満
足
し

て
い
る
状
況
は
打
破
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
工
業
立
国
日
本
と
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
他
の

産
業
を
見
習
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
建
設
事
業
の
大
半
を
海
外

事
業
に
展
開
す
べ
き
で
あ
る
と
言
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
今

よ
り
数
倍
程
度
増
や
し
、
10
な
い
し

20
％
を
海
外
事
業
と
す
る
姿
が
、
他

の
先
進
国
と
同
等
の
建
設
技
術
を

持
っ
て
い
る
日
本
の
自
然
な
姿
で
あ

る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
必
要
な
土
木

技
術
者
は
、
日
本
国
内
の
日
本
人
・

外
国
人
技
術
者
、
そ
れ
に
日
本
企
業

と
連
携
す
る
海
外
の
技
術
者
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
官
民
で
の
戦

略
策
定
、
官
民
の
組
織
で
グ
ロ
ー
バ

ル
な
業
務
経
験
を
持
つ
人
材
の
処
遇

改
善
、学
生
へ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
・

技
術
者
の
紹
介
、
と
い
っ
た
産
官
学

で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
土

木
学
会
と
し
て
は
、
現
在
、
若
い
技

術
者
を
中
心
に
自
身
で
グ
ロ
ー
バ
ル

技
術
者
に
育
っ
て
い
く
た
め
の
仕
組

み
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の

土
木
技
術
者
の
国
際
化
実
践
小
委
員

会
（
小
沼
恵
太
郎
委
員
長
）
で
は
、

女
性
、
外
国
人
技
術
者
も
交
え
て
活

発
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

第52回
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